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畜産での実施例
＜無抗生物質･無薬品の畜産＞
｢複合微生物動態系解析による複合発酵(EMBC情報徹生物工学)｣のバイオ技術によって､微生物酵素は成長ホルモン (黄体ホルモン)､乳酸菌･酵母･発酵菌から生成される生理活性物質(高ビタミン､高ミネラル､高タンパク)､放線菌から 生成される抗菌性物質等､オーガニツクな酵素結合結晶であり､生物に無害であるばかりか動物の体内の免疫を高め､ 抗酸化物質を生成し成長を促進する効果があるのです｡この酵素は人の健康にも良い効果をもたらします。より詳しく言いますと

(1) 活性酸素を抑制します｡
(2) 抗原抗体反応を促進します｡
(3) インターフェロンの体内増殖を可能にし､
(4) ATK活性を起こし､
(5) ナチュラルキラー細胞が増殖する等によってすべての病気に対して免疫効果を高め､生態系をよくする効果を持つのです。

これにより､家畜に対して抗生物質･薬剤等の薬品を用いることなく､健康な家畜を育成することができ､肉･卵の品質が向上したのです。
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無抗生物質・無農薬でありながら病気をしない　　　　熱心に説明するファームのスタッフ
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肉質にも抗酸化生じ油脂分も良好　　　　　　豚舎の悪臭が消失し、養豚達も衛生改善が生じリラックス
例：某ブロイラー工場
｢複合微生物動態系解析による複合発酵(EMBC情報徹生物工学)｣のバイオ技術によるブロイラー飼養試験
	 
	試験区
	対象区（１）
	対象区（２）

	入離日
	平成9.2.26
	平成9.2.8
	平成9.3.15

	入離羽数
	3,400
羽
	3,200
羽
	3,400
羽

	出荷羽数
	3,175
羽
	3,004
羽
	3,250
羽

	出荷重量
	10,100.0
kg
	9,243.5
kg
	10,599.9
kg

	内格外羽数
	31
羽
	77
羽
	122
羽

	核外重量
	96.8
kg
	245.8
kg
	370.0
kg

	平均体重
	3.181
kg
	3.077
kg
	3,261
kg

	平均出荷日数
	74.8
days
	73.23
days
	74.43
days

	１日増体
	42.48
kg
	43.96
kg
	43.8
kg

	出荷率
	93.38
%
	93.87
%
	95.59
%

	飼料摂取量
	30,800
kg
	29,100
kg
	30,640
kg

	飼料要求量
	3.049
 
	3.009
 
	2.091
 

	販売高 ①
	2,397,540
円
	2,168,086
円
	2,470,846
円

	飼料代 ②
	1,411,140
円
	1,404,055
円
	1,481,176
円

	雛代 ③
	336,600
円
	316,800
円
	336,600
円

	EMBC 増殖液 ④
	240kg 62,400円
	 
	 

	粗利益 ①-(②+③+④)
	557,420
円
	447,231
円
	653,070
円


	

	(粗利益・・人件費・電気代等その他経費は引いてありません)
一羽当たりの粗利益
175.56
円
148.87
円
200.94
円



1) 試験区は対象区（１）（２）の中間の成績となった。
2) 無薬飼料（ビタミンは添付されている）の成績としては良い結果である。
3) コクジョウハ（原虫）の発生については200検体を検査するも発生なし。無薬飼料で飼養の可能性大。

